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(青山 浩子氏)

令和3年度 食料・農業・農村白書を公表しました

令和4年5月27日、「令和3年度 食料・農業・農村白書」を閣議決定し、公表しました。

今回の白書では、特集において、「変化(シフト)する我が国の農業構造」と題し、2020年農林業センサスの公表等を
踏まえ、我が国の農業構造の中長期的な変化について記述しています。

また、冒頭のトピックスでは7つのテーマを取り上げ、記述しています。

夏休みに食や農林水産業について学べるオンラインプログラム
「マフ塾」大幅アップデート！

手を動かしながら学べるワークショップや
お魚大使による講演、小学生から大人
まで楽しめる学習ドリルなど、全国どこか

らでも“農・林・水”を学べるプログラム
をご用意しております。

はじめて食料・農業・農村白書をお読みになる方へ

詳しくは https://www.maff.go.jp/j/wpaper/w_maff/r3/index.html

「食料・農業・農村白書」をより多くの方々に知っていただくきっかけとする
ために、農業者、消費者、学生、ビジネスパーソンの4つの対象者ごとに、
興味を持っていただけそうな項目や読んでいただきたい項目を掲載した
「ターゲット別ページ」を作成しました。

この機会に、食料・農業・農村白書を読んでみませんか？

https://www.maff.go.jp/j/kids/kodomo

_kasumi/2022/index.html

ターゲット別ページ

学生の方農業者の方

消費者の方 ビジネスパーソンの方

トピックス 食料、農業及び農村の動向

①新型コロナウイルス感染症による影響が継続

②みどりの食料システム戦略に基づく取組が本格始動

③農林水産物・食品の輸出額が 1 兆円を突破

④スマート農業・農業のデジタルトランスフォーメーション(DX)を推進

⑤新たな国民運動「ニッポンフードシフト」を開始

⑥加工食品の国産原料使用の動きが拡大

⑦半農半Ｘなど多様な農業への関わり方が展開

第１章 食料の安定供給の確保

第２章 農業の持続的な発展

第３章 農村の振興

第４章 災害からの復旧・復興や
防災・減災、国土強靭化等



豪雨や台風等の風水害に備えるための予防減災情報

〈丹南有機農業実践会、篠山自然派 酒井 菊代さん〉

丹波篠山市油井で、有機農業に携わって40年以上、有機ＪＡＳ認定も取得されている酒井菊代さんにお話を
伺いました。

～デカンショの郷から有機農業の発展を！～

－有機農業をはじめたきっかけは？－

－伺ったような活動で、今回「県農業賞」を受賞されましたね －

－現在の経営概況や活動状況は？－

元々実家は酪農を営んでいましたが、50年ほど前にたい肥の環境問題が起こり、
と同時に有機農業が始まった頃で、尼崎の消費者団体と知り合ったことや、息子の
入院で周りにアレルギーで悩んでいる親子を見て食の安全の重要性を感じ、有機
農業を始めました。

約140aの農地で水稲を70a、残りは丹波黒枝豆（黒大豆）、タマネギ、人参、
トマト、ドイツ瓜等々、40～50品目をすべて有機栽培しています。

有機農業を続けて来られた諸先輩や、買い続けていただいている消費者の方々、
そして、退職金を農機具購入に充ててくれたりと、いつも陰で支えてくれる主人の
おかげです。

－今後について－

最近では、こちらに移住し新規就農したい方の相談も受けており、有機農業
の理解が深まることや丹波篠山市の農業が栄えること、そして息子夫婦や孫
の代に繋げていける農業を続けます。

長年のお付き合いから固定のお客様がたくさんおり、最近ではトヨタ自動車の
販売店内にて定期的にマルシェを開催しています。また市内の小学校におい
て「オーガニック給食の日」を設け、お米や野菜を提供しています。

有機農業のグループとして、父が立ち上げた「丹南有機農業実践会（旧丹
南町）」や、有機野菜の市民グループ「篠山自然派」において情報を共有し、
有機農業の普及等の活動をしています。

トマトやゴーヤの出荷準備

ほ場の様子

「雇用就農資金」第2回目を募集しています（令和4年10月事業開始分）

49 歳以下の就農希望者を新たに雇用する農業法人等に対して資金を助成する「雇用就農資金」が、
事業実施主体の一般社団法人全国農業会議所（全国新規就農相談センター）から募集されています。

・募集期限:令和4年７月6日(水) ～ 8月9日(火)

問合せや申請先は各県の農業会議となっています。全国新規就農相談センターのウェブサイトをご覧ください。

（全国新規就農相談センター）https://www.be-farmer.jp/farmer/employment_fund/original/

豪雨や台風等の風水害に備えるための予防減災情報

豪雨や台風等の風水害には万全の備えを！

近年、自然災害により農林水産業に大きな被害が発生しており、特に
豪雨や台風等の風水害による被害額が増加傾向にあります。

そこで、農林漁業者の皆さまが、豪雨や台風といった風水害に備えるた
めのポイントを、分野別にイラストや簡潔な文章でまとめています。
気象情報の確認、清掃・点検・補修等を実践し、豪雨や台風襲来に
備えましょう！

農業用ハウス 農業保険

果樹

漁船・水産関連施設

畜産

水稲・麦・豆 野菜・花き

農業機械 ため池

林道・森林施業現場 森林保険

https://www.maff.go.jp/j/saigai/taisaku_gaiyou/yobou_gensai.html

詳しくは



“体験する” “食べる” “泊まる” を一度に楽しめる農泊を体験してみませんか？

・ 泊まる、楽しむ、味わう等から関心のあるキーワードで検索が可能。

・ 日本全国の農泊に取組む地域の宿泊施設、体験プログラム、飲食施設を掲載。

・ 一般消費者がサイトを見ながら予約の検討ができるよう、施設毎の位置情報や
料金、アメニティ、予約方法、支払方法などの詳細な情報を掲載。

・サイトからすぐに予約を行えるよう、協議会ホームページや予約サイトに
直結する「予約する」ボタンを順次設置中。

詳しくは https://nohaku.net

「農泊」とは、 農山漁村地域に宿泊し、滞在中に豊かな地域資源を活用した食事や体験等を楽しむ「農山漁村滞在型
旅行」 のことです。地域資源を観光コンテンツとして活用し、インバウンドを含む国内外の観光客を農山漁村に呼び込み、
地域の所得向上と活性化を図ります。

☆国内旅行者向けの情報提供サイトのご紹介☆

農 泊（農山漁村滞在型旅行）

農業体験 サイクリング

自然公園
トレッキング

文化財

廃校を活用した
宿泊施設

（簡易宿所等）

古民家ステイ
（簡易宿所）

ホテル・旅館

農家民泊

民泊農家民宿
（簡易宿所）

農家レストラン

郷土料理

ジビエの活用

外部料理人のアイデア
を加えた創作メニュー

① 直売所のみだと...

滞在時間：短 →「通過型観光」

直売所

② 宿泊を加えると...

滞在時間：長 →「滞在型観光」

都市部
ホテル

直売所
宿泊
施設

その他
施設

地域全体に利益

利益は限定的

滞在中に

楽しむ
体 験

食 事宿 泊

景観（棚田）

魚市場

水出し緑茶の楽しみ方を募集しています

日本茶の消費拡大に向けて、暑い季節に合う
水出し緑茶の楽しみ方を募集しています。

詳しくは

https://www.maff.go.jp/j/press/
nousan/tokusan/220704.html 

農業経営を営まれる方の経営発展に役立つ
様々な支援策を紹介します！

農業を営まれる方の経営発展に役立つ様々な
支援策がありますが「どのような支援策があるの
かよく分からない…」等のお声をいただくこともある
ことから、様々な支援策をとりまとめたカタログを
作成しました。

ぜひ、ご活用ください。

詳しくは
https://www.maff.go.jp/j/kobetu_
ninaite/n_pamph/180529.html



観測史上最短の梅雨が明け、今年も「猛暑の夏」が到来かと思いきや、梅雨空へ逆戻りの天気
が毎日続く昨今です。大雨や洪水の警報が出て、農地や農作物に影響が出る一方、ため池
やダムの貯水量が大幅に低下しつつあるとのニュースも聞こえてくるとかこないとか。

不順な天候が続き、肥料や資材の高騰も気になる今年の兵庫の夏ですが、気象情報等
様々な情報をMAFFアプリを通じて入手いただき、豊かな実りの収穫に役立ててもらえたら
と思う毎日です。（H・K）

農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事官
ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-51772022.7

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

編集後記

兵庫の の風景

as

熱中症を予防するには

農作業中の熱中症に注意しましょう

短かった梅雨明けと同時に激しい暑さがやってきました！今年の夏はいつにも増して暑くなる予報も
あります。お互い声をかけあい、熱中症予防に努めましょう。

1.身体を冷やす服装の導入

2.体温調整をサポートする装備の導入

3.身体をモニタリングする機器の導入

応急措置用品、冷却グッズの携行

4.作業場改善、休憩の質的向上

MAFFアプリを
是非ご活用ください！

農林水産省公式アプリにおいて、
登録地域の熱中症警戒アラート
もお知らせします。

プッシュ通知をオンにしたり、でかけ
る前にアプリを確認しましょう。

【近畿農政局】学生おべんとうコンクール2022

１．募集期間：令和4年7月1日(金) ～ 令和4年8月31日(水）

テーマ：「お弁当でSDGs!」近畿の有機食材でお弁当をつくろう

近畿農政局は、若い世代が「地元近畿の有機農産物」に少しでも興味をもち、
食に対する意識を醸成することを目的に、お弁当の写真を募集します。

２．募集する
お弁当：

３．応募対象者：学生
（高校生、大学生、短大生、専門学校生等）

詳しくは
https://www.maff.go.jp/kinki/press/syouhi/seikatu/220630.html

地元近畿の有機農産物（少なくとも1つ）が入ったお弁当
※有機農産物、特別栽培農産物のほか自治体、民間の
独自認証など、環境に配慮して生産された近畿の農産物

※

佐用町南光

佐用町のひまわりは、7月中旬から順次見ごろを
迎え、見ごろがおよそ1週間です。
そのため、時期・地区をずらし、7月中旬から8月
上旬にかけて、町内のどこかでひまわりを楽しめる
よう計画して栽培しています。

今年の夏もひまわりが満開です


